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10 名と介護職（以下，CW） 7 名に半構造化インタビューを行っ
た．そして，OT と CW の「情報の共有化」に関する認識を明らか
にし，それぞれの認識を比較することで連携を促進する方法を検討
した．結果 ,  OT と CW の「共有したい情報」と，「情報の共有化
の促進要因」が明らかになった．さらに，それぞれの「共有したい
情報」と「情報の共有化の促進要因」の関係を検討することで，
OT と CW それぞれの「情報の共有化の促進要因の構造」が明らか

















る OT は，特養施設数 7000 強に対して，654 名ときわめて少なく 3），
OT の役割は他職種に認識されていない状態であり，今後は OT の役
割を他職種に啓発し，他職種と連携するためのよりよい方法などを
























を共有することと定義し，特養に勤務している OT と CW の職務経
験をもとに，OT と CW それぞれの「情報の共有化」に関する認識を
明らかにすることにした．そして，それぞれの認識を比較すること












 特養で CW と一緒に働いた経験のある OT と，特養で OT と一緒
に働いた経験のある CW を対象とした．対象の OT は，平成 21 年度
日本作業療法士協会会員名簿に登録されている静岡県内の特養に勤
める OT 全員と，研究者の知り合い，対象者の知り合いで上述した
対象者の選定条件を満たす者 16 名に依頼し，同意の得られた 10 名
とした．対象の CW は，同意の得られた OT に紹介して頂いた者 7
















成 23 年 5 月～ 7 月に実施した．  
 
5．データの分析方法  


























 インタビューは， 2 名続けて新しいカテゴリーが出てこなくなっ
たため，これ以上新しいカテゴリーがでてこないと判断し，OT10 名，
CW7 名で終了した．対象者の性別は，OT が男性 3 名，女性 7 名，
CW が男性 4 名，女性 3 名であった．所属施設は，OT が 6 施設であ
り，CW は 4 施設であった．同一の法人グループに所属していた対
象者は，OT が 5 名，CW は 6 名であった．臨床経験は OT 平均 9.8
（ 2〜 26）年，CW 平均 7.4（ 3〜 11）年，特養の職務経験は OT が平
均 2.6（ 1〜 5）年，CW は平均 4.7（ 2〜 10）年であった．1 人あたり
のインタビューの所要時間は OT が平均 38.7（ 26～ 48）分，CW は平
均 34． 1（ 25～ 41）分であった．録音は，同意の得られた OT8 名，




 OT からは，102 コード，26 サブカテゴリー，8 カテゴリーが抽出
された（表 2， 3）．CW からは， 98 コード， 30 サブカテゴリー， 8
カテゴリーが抽出された（表 4，5）．なお，結果の記述に関しては
カテゴリーを【  】，サブカテゴリーを《  》で表した．  
1）  OT の CW と共有したい情報（表 2）  
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 OT は，《人生（生活）の再構築のための支援方法》，《OT の視点》，







えて欲しい情報】という 2 つの「OT の CW と共有したい情報」は，
「OT の考えている CW との『情報の共有化』の促進要因」の全ての
カテゴリーと影響関係にあった．  
2） OT の考えている CW との「情報の共有化」の促進要因（表 3）  



























3）  OT の考えている CW との「情報の共有化」の促進要因の構造
（図 1）  
 「OT の CW と共有したい情報」と「OT の考えている CW との『情
報の共有化』の促進要因」の結果より，OT の考えている CW との










4）  CW の OT と共有したい情報（表 4）  









いう 2 つの「CW の OT と共有したい情報」は，「CW の考えている
OT との『情報の共有化』の促進要因」の全てのカテゴリーと影響関
係にあった．  
5） CW の考えている OT との「情報の共有化」の促進要因（表 5）  






















6）  CW の考えている OT との「情報の共有化」の促進要因の構造
（図 2）  
 「CW の OT と共有したい情報」と「CW の考えている OT との『情
 10 
報の共有化』の促進要因」の結果より，CW の考えている OT との














OT の CW と共有したい情報からは，①OT が，OT の視点や支援











一方，CW の OT と共有したい情報からは，①CW が，入居者の状















OT の考えている CW との「情報の共有化」の促進要因からは，
「情報の共有化」を促進するために，①OT が《入居者の生活を豊か
にしたい》，《CW のレベルアップ》，《リスク管理》という 3 つの動




































る，CW 同士で共有する，成果，OT に求めることが「CW の考えて
いる OT との『情報の共有化』の促進要因の構造」で示したパター
ンで行われることで，CW と OT の「情報の共有化」が促進されると
考えていることが示唆された．  














と CW にそのまま適用するには限界があると考える．  
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表 1 インタビューガイド 
現在の職場で働きはじめてからの勤務年数と OT／CW としての経験年数を教えて下さい 
現在の仕事の内容について教えて下さい 




入居者の活動や参加の状態を高めるために CW／OT へ伝えたいと思ったことは何ですか 
入居者の活動や参加の状態を高めるために CW／OT から教えてほしいと思ったことはなんですか 
どのように情報を共有すれば, 入居者の活動や参加の状態を高めることができると思いますか 
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表 2 「OTのCWと共有したい情報」に含まれていたカテゴリー・サブカテゴリー・コード 
カテゴリー サブカテゴリー コード 






































表3 「OTの考えているCW との『情報の共有化』の促進要因」に含まれていたカテゴリー・サブカテゴリー・コード 






























































































カテゴリー サブカテゴリー コード 











































表5 「CW の考えているOTとの『情報の共有化』の促進要因」に含まれていたカテゴリー・サブカテゴリー・コード 






































































































































図 2 CW の考えている OT との「情報の共有化」の促進要因の構造 
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A semi-structured interview was conducted with 10 OTs and 7 CWs 
working in special elderly nursing homes in order to clarify their 
understanding of information shar ing. The resul ts of the interviews of 
the OTs and CWs were compared to ident ify the means of promoting 
collaboration between the two groups.  The analysis shed light on the 
informat ion that OTs and CWs wanted to share and the factors that 
promote informat ion sharing.  The relat ionship between the information 
that OTs and CWs wanted to share on the one hand and the factors that 
promote informat ion sharing on the other was examined. Furthermore,  
the factors that promote informat ion shar ing between OTs and CWs was 
clarif ied.  Information sharing should be practiced between OTs and 
CWs while also considering the factors that promote it .   
 
Key words: Special elderly nursing home,  Occupational therapy, 
Collaboration 
 
